


天台宗人権啓発公開講座２０２６ 

開催趣意 

 

　天台宗では、宗祖伝教大師のみ教えにもとづき、社会に対してあらゆる差

別の解消と人権啓発を進めるため、天台宗内はもとより、一般参加を受け入

れる、天台宗人権啓発公開講座として広く参加を呼びかけています。 

　また、「部落差別問題」「ハンセン病差別問題」「いのちの問題」を天台宗

人権啓発３本の柱として掲げ、重点課題とし学習に取り組んでおります。 

　ハンセン病患者の強制隔離を定めた「らい予防法」廃止から今年で30年。

現在もハンセン病回復者やその家族は偏見と差別に苦しみ続けています。 

　本年度の天台宗人権啓発公開講座は、講師にハンセン病市民学会共同代表

・事務局長で真宗大谷派金藏寺住職の訓覇浩（くるべこう）さんを迎え「ハ

ンセン病問題のこれまで、いま、これから」と題し、ご講演をいただきます。 

　ハンセン病問題の前で、一度でも立ち止まってみたあなた、少しでも考え

てみようと思ったあなた、そんなあなたであれば、どなたでも参加は自由で

す。ハンセン病問題には、まだまだ大きな課題があります。私たちは今、ど

ういう社会に生きたいのか、どういう社会を願うのか、そして私たち自身が

どんな生き方を選びたいのか、真剣に考えなくてはならない曲がり角に立っ

ています。多くのご聴講をお待ちいたしております。 
 

 

　　　右の二次元コードから申込フォームへ　　　 
　　　　または下記申込書でFAXまたはメールでご連絡ください。 
　　　　　申込は11/19(木)迄 
 
 

                天台宗人権啓発公開講座２０２６　申込書 

ふりがな 申込人数

  
代表者氏名  

　　　　名 
電話番号

お問い合わせ先 
天台宗務庁社会部人権啓発課 
Fax：077-579-2516　E-mail：jinken@tendai.or.jp 

Fax：077-579-2516


	【広告用高画質】人権啓発公開講座2026チラシデータ
	チラシ裏面08 (申込書有り）

